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就
職
活
動
解
禁
に
向
け 

勝
負
の
秋

業
界
セ
ミ
ナ
ー
始
ま
る

　

内
定
獲
得
へ
、
３
年
生
の
就
職
活
動
「
勝
負
の

秋
」
が
や
っ
て
き
た
。
経
団
連
で
は
、
新
卒
学
生

の
就
職
活
動
の
日
程
を
、
来
年
（
平
成
31
年
３
月

卒
）
も
今
年
（
平
成
30
年
３
月
卒
）
と
同
じ
「
３

月
に
説
明
会
解
禁
」「
６
月
に
採
用
面
接
な
ど
選

考
解
禁
」
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
学
生

優
位
の
「
売
り
手
市
場
」
が
続
き
、
企
業
で
は
よ

り
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に
向
け
、
採
用
活
動
の
前

倒
し
も
見
込
ま
れ
る
。

　

藤
形
正
俊
・
学
生
事
務
部
就
職
担
当
部
長
は
、企

業
の
採
用
活
動
の
早
期
化
に
対
し
て
、「
学
生
た
ち

に
と
っ
て
、秋
が
最
も
重
要
な
時
期
。３
月
の
説
明

会
解
禁
を
万
全
な
状
態
で
迎
え
る
た
め
に
、秋
の

う
ち
か
ら
業
界
・
企
業
研
究
に
取
り
組
み
、志
望
動

機
や
自
己
分
析
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と
語
る
。

　

本
学
で
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
業

界
セ
ミ
ナ
ー
」
を
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
開
催
す

る
。
12
月
22
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
中
、
約
１
０

０
社
の
大
手
・
優
良
企
業
の
採
用
担
当
者
ら
が
、

業
界
の
特
徴
や
企
業
理
念
な
ど
を
説
明
す
る
。
い

ず
れ
も
個
別
の
企
業
説
明
会
で
は
予
約
が
取
れ
な

い
企
業
ば
か
り
だ
。

　

藤
形
部
長
は
「
学
生
が
名
前
を
知
っ
て
い
る
よ

う
な
企
業
だ
け
で
な
く
、
目
に
は
つ
き
に
く
い

が
、
業
界
シ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ
を
い
く
よ
う
な
優
良

企
業
に
も
積
極
的
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
３
年
生
を
は
じ
め
下
級
生
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
参
加
申
し
込
み
は
、
Ｋ

‐
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
の
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
」
か
ら
で
き
る
。
詳
細
は
９
面
別
項
参
照
。

昨
年
度
の
業
界
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

　

「
国
学
院
大
学
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
」
に
基

づ
い
て
設
立
さ
れ
た
「
研
究
開
発
推
進
機
構
」

が
、
平
成
19
年
の
発
足
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。
我

が
国
の
私
学
で
は
類
を
見
な
い
「
研
究
の
た
め
の

専
任
教
員
」
を
相
当
数
配
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
同
機
構
は
、
研
究
者
を
育
て

る
組
織
と
し
て
も
機
能
し
、
数
多
く
の
人
材
を

国
内
外
に
送
り
出
す
な
ど
社
会
的
貢
献
を
果
た

し
て
き
て
い
る
。

　

昭
和
30
年
に
誕
生
し
た
日
本
文
化
研
究
所
を

ル
ー
ツ
と
す
る
同
機
構
に
は
再
編
さ
れ
た
日

本
文
化
研
究
所
な
ど
複
数
の
研
究
機
関
が
属

し
、井
上
順
孝
機
構
長
は
じ
め
１
０
０
人
を

超
す
研
究
者
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

研
究
を
継
続
。ま
た
、本
学
が
有
す
る
多
種
多

彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、学
内
に
と
ど

ま
ら
ず
海
外
の
研
究
者
も
視
野
に
入
れ
た「
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
構
築
な
ど
で「
国
学
院
ブ

ラ
ン
ド
」を
高
め
る
成
果
も
挙
げ
て
い
る
。

　

「
機
構
で
の
研
究
は
、
国
内
よ
り
海
外
で
注

目
さ
れ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
井
上
機
構
長
。

「
他
大
学
・
研
究
機
関
か
ら
人
員
が
参
加
し
て

い
る
機
構
の
強
み
は
人
の
繫
が
り
。
自
前
で
研

究
者
・
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
も
重
視
し
て
い

る
」「
機
構
は
本
学
の
最
も
特
徴
あ
る
研
究
を

一
カ
所
に
ま
と
め
た
も
の
。
い
わ
ば
国
学
的

研
究
の
発
信
拠
点
な
の
で
す
」
と
も
話
す
。

　

11
月
25
日
（
土
）
に
は
機
構
の
10
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ヘ

レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
教
授
と
本
学
の
小
林
達

雄
名
誉
教
授
を
講
師
に
公
開
学
術
講
演
会

を
開
催
す
る
。 

【
６
、
７
面
詳
報
】

を
集
め
て
い
る
。
大
学
業
界
で
18
歳
人
口
が
大

幅
に
減
少
す
る
「
２
０
１
８
年
問
題
」
は
周
知

の
事
実
だ
が
、
そ
の
後
の
未
来
へ
の
危
機
感
は

薄
い
▼
河
合
氏
は
、
１
０
０
年
後
に
は
５
０
０

０
万
人
台
ま
で
人
口
が
半
減
す
る
日
本
の
未
来

に
「
戦
略
的
に
縮
む
こ
と
」
の
必
要
性
を
説
く

▼
本
学
学
生
や
教
職
員
が
日
々
行
き
交
う
渋
谷

駅
周
辺
を
は
じ
め
、
都
心
で
は
至
る
と
こ
ろ
で

恐
竜
の
よ
う
な
大
型
の
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
て

い
る
。
渋
谷
駅
前
に
新
た
に
建
設
さ
れ
る
超
高

層
ビ
ル
に
は
、
商
業
施
設
を
は
じ
め
オ
フ
ィ
ス

な
ど
が
入
り
、
地
域
は
大
変
革
の
時
を
迎
え
る

▼
一
連
の
再
開
発
が
完
了
す
る
の
は
、
２
０
２

７
年
度
。
河
合
氏
は
、
そ
の
２
年
前
に
は
東
京

都
の
人
口
減
少
が
始
ま
る
と
指
摘
す
る
。
開
発

が
進
む
渋
谷
の
現
実
と
、
衰
退
す
る
日
本
の
未

来
。
い
よ
い
よ
日
本
は
、
答
え
が
見
え
な
い
時

代
に
突
入
し
は
じ
め
て
い
る
よ
う
だ
。

　

秋
は
、
全
国
の
神
社
で
祭
礼
が
多
く
執
行
さ

れ
る
。
読
者
の
中
に
も
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
院
友
諸
兄
が
多
く
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
小
欄
の
住
む
地
域
で
も
９
月
下
旬
に
産

土
神
社
の
例
大
祭
が
あ
り
、
賑
々
し
く
神
輿
渡

御
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
担
ぎ
手
の
大
半

が
中
高
年
の
神
輿
に
目
が
と
ま
っ
た
▼
地
方
で

は
、
少
子
高
齢
化
は
深
刻
だ
。
福
島
県
に
住
む

院
友
の
談
に
よ
れ
ば
、
基
幹
産
業
の
農
業
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
ほ
ど
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る

と
い
う
▼
新
生
児
が
減
り
、
高
齢
者
が
激
増
す

る
日
本
の
未
来
を
時
系
列
に
沿
っ
て
浮
き
彫
り

に
す
る
講
談
社
現
代
新
書
『
未
来
の
年
表　

人

口
減
少
日
本
で
こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
』（
河

合
雅
司
著
）
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
注
目
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９月卒業　29年度76人
　国学院大学の平成29年度９月卒業は87人
から申請があり、前期開講科目の成績評価に
より76人の９月30日付卒業が確定した。
　卒業期は126期で、卒業式典は平成30年３
月18日（日）に行われる。　
　所属学部学科別の卒業生数は次のとおり。
◎ 文学部＝31人▷哲３人▷史５人▷日本文
15人▷中国文３人▷外国語文化５人
◎ 経済学部＝18人▷経済５人▷ 経済ネット
ワーキング９人▷経営４人
◎ 法学部＝20人▶法律学科・法律専攻18人
▶同法律専門職専攻０人▶同政治専攻２人
◎神道文化学部＝４人
◎ 人間開発学部＝３人▷初等教育１人▷健康
体育１人▷子ども支援１人
 以上76人

　

彬
子
女
王
殿
下
（
本
学
特
別
招

聘
教
授
）
が
総
裁
を
務
め
ら
れ
る

一
般
社
団
法
人
心
游
舎
と
本
学
の

共
催
に
よ
る
「
新
潟
コ
メ
作
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
稲
刈
り
体
験

が
、
９
月
24
日
に
新
潟
市
北
区
内

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
た
。
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
今
年
で
２

回
目
。
５
月
に
田
植
え
、
６
月
、

８
月
に
草
取
り
を
実
施
し
、
そ
れ

ぞ
れ
約
20
人
の
学
生
が
参
加
し

た
。

　

彬
子
女
王
殿
下
は
田
植
え
、
草

取
り
、
稲
刈
り
の
す
べ
て
に
参
加

さ
れ
、
学
生
と
共
に
田
ん
ぼ
に
入

ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
学
生
25
人
は
23
日
午

後
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
。
新
潟

市
北
区
の
宿
舎
に
到
着
後
、
勉
強

会
を
実
施
し
た
。
自
然
栽
培
新
潟

研
究
会
会
員
が
、
農
薬
を
使
わ
ず

に
野
菜
や
お
米
を
育
て
る
自
然
栽

培
に
つ
い
て
説
明
を
し
、「
ま
る

で
生
き
物
を
育
て
て
い
る
よ
う
な

感
覚
」
と
、
そ
の
難
し
さ
や
魅
力

を
説
明
し
た
。

　

翌
日
は
午
前
８
時
か
ら
稲
刈
り

に
臨
ん
だ
。
彬
子
女
王
殿
下
は
、

「
自
分
の
植
え
た
お
米
の
約
半
年

の
間
の
成
長
を
感
じ
な
が
ら
、
心

を
込
め
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
田

ん
ぼ
に
入
り
、
最
初
の
一
株
を
収

穫
さ
れ
た
。

　

続
い
て
学
生
た
ち
も
田
ん
ぼ
に

入
り
、
地
元
農
家
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
鎌
を
使
っ
て
稲
を
刈
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

く
く
り
、
天
日
干
し
を
す
る
た

め
、
稲
架
に
か
け
る
作
業
を
約
３

時
間
か
け
て
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
振
り
返
り
会
で
、
田

植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
す
べ
て

に
参
加
し
た
倉
橋
祥
君
（
法
１
）

は
「
お
米
に
愛
着
を
も
っ
て
取
り

組
ん
だ
。
半
年
間
の
稲
の
成
長
と

共
に
自
分
自
身
の
成
長
を
感
じ
ら

れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
今
後

は
11
月
に
新
潟
市
中
央
区
の
白
山

神
社
に
収
穫
し
た
お
米
の
奉
納
な

ど
を
行
う
予
定
だ
。

　

10
月
７
日
午
後
２
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、
鳥
飼
玖
美

子
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
を
講
師
に
迎

え
教
育
開
発
推
進
機
構
講
演
会
「
グ
ロ

ー
バ
ル
市
民
に
な
る
た
め
に
―
大
学
の

外
国
語
教
育
に
お
け
る
自
律
性
の
育

成
」
が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
柴
﨑
和
夫
・
教
育

開
発
推
進
機
構
長
（
人
間
開
発
学
部
教

授
）
は
、
講
演
会
の
主
催
で
あ
る
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
た
後
、「
語
学
は
学
生
の
学
び

た
い
と
い
う
意
欲
が
な
け
れ
ば
、
付
け

焼
き
刃
に
し
か
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
て
い
る
」
と

述
べ
、
講
演
テ
ー
マ
で
も

あ
る
「
自
律
性
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
鳥
飼
氏
が

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、 

多
文
化
・
多
言
語
・
共
生

に
向
か
っ
て
い
く
、
グ
ロ

ー
バ
ル
市
民
の
育
成
が
求

め
ら
れ
る
」 

と
指
摘
。
グ

ロ
ー
バ
ル
市
民
に
は
、
語

学
力
だ
け
で
な
く
、
異
文

化
能
力
（
異
質
性
に
対
す

る
寛
容
性
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
批
判

的
思
考
力
な
ど
多
様
な
能

力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う

し
た
力
を
外
国
語
学
習
で

習
得
す
る
に
は
、
自
身
で

学
習
の
動
機
付
け
を
す
る

な
ど
の
「
自
律
性
」
が
必

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

自
律
性
を
涵
養
す
る
方
法
の
一
つ
と

し
て
鳥
飼
氏
は
「
協
同
学
習
」
を
挙

げ
、
他
者
と
の
対
話
が
自
己
を
見
い
だ

す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
自
律
性
が
涵
養

さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
の
教
師

の
役
割
に
も
言
及
し
、
講
演
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

最
後
に
樋
口
秀
実
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
長
（
文
学
部

教
授
）
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
講
演

会
は
終
了
し
た
。

教育開発推進機構講演会

「グローバル市民になるために」

「出版助成」に3件採択

　本学では専任教職員を対象に、本学の学術
振興を図ることを目的として、学術論文等の
出版（甲）と学術専門図書の出版（乙）にお
いて学会に裨益することが顕著であると認め
られたものに「出版助成」を行っている。
　今年度は、同（甲）に福井崇史・文学部准
教授の「外見の修辞学：19世紀末アメリカ
文学と、人の『見た目』を巡る諸言説」、同
（乙）に谷口雅博・同准教授の「風土記の作
品世界」、関哲夫・法学部教授の「背任罪の
研究 ―不正融資における借手の刑事責任の
一考察―」を採択した。３氏には、10月10
日に赤井益久学長から採択通知書が交付され
た。

新人専任職員紹介
　10月１日付で、本学に着任した専任の職
員のプロフィールを紹介する。丸数字は①略
歴②抱負
◎大学事務局
◆総合企画部企画課書記
　小林加菜子（こばやし　かなこ）

①昭和女子大学文学部英米文学
科卒業。丸善株式会社（現・丸
善雄松堂株式会社）を経て現職
②前職でも大学の発展に資する

コンサルタントとして本学にも携わってまい
りましたが、改めて本学の一員として、その
経験や知見を活かし、特に本学の固有の資産
を活かした具体的な社会連携事業を強く推進
してまいります。ご協力いただきますよう、
今後ともよろしくお願いいたします。

教職員人事

◎ 大学事務局◇専任▽小林加菜子（総合企画
部企画課書記）
 平成29年10月１日付

採　　用

稲
刈
り
体
験

新
潟
コ
メ
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

収
穫
し
た
稲
穂
を
手
に
さ
れ
る
彬
子
女
王
殿
下
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　西アフリカ・ブルキナファソ共和国のフラ
ンソワ・ウビダ大使と同国のワガドゥグ大学
のラビウス・シセ学長（写真左）が、10月４
日に本学を表敬訪問した。
　ワガドゥグ大学は、同国の首都にある公立
大学で、約７万人の学生が在籍する。
　赤井益久学長、シセ学長は、それぞれの大
学について紹介をした後、「両大学にとって
役に立つような協力体制を今後築くことがで
きれば」と抱負を語った。

ブルキナファソ大使と
ワガドゥグ大学学長　表敬訪問

　本学では、「国学院大学交換留学生受け入
れに関する規則」に基づき、本学交換留学プ
ログラム（K-STEP）に６カ国６大学から13
人の交換留学生を９月から受け入れている。
滞在期間は、来年８月まで。
　このほか、国際招聘研究員として、米国・
ノースカロライナ大学から研究者１人を受け
入れている。滞在期間は来年４月まで。
　10月６日には国際交流推進部と国際交流課
による歓迎会が開かれ、K-STEP交換留学生
や国際交流に関心を持つ学生らが参加した。
田原裕子・国際交流推進部長（経済学部教
授）は「本学は、日本語と日本を学ぶ最適な
環境。日本への理解を深め、好きになってほ
しい」と歓迎の言葉を述べた。
　交換留学生の内訳は次のとおり。
◎マニトバ大学（カナダ）＝２人◎サラマン
カ大学（スペイン）＝２人◎プトラ・マレイ
シア大学（マレーシア）＝２人◎世新大学
（台湾）＝２人◎ビンガムトン大学（米国）
＝３人◎ハノイ大学（ベトナム）＝２人

協定校から交換留学生13人
　国際招聘研究員1人も

　９月６日、法務省から今年度の司法試験合
格者が発表され、本学から青木健悟氏（平22
修・118期法務）と柳田駿氏（平29卒・125期
法務）の２人が合格した。
　渋谷キャンパス若木タワー18階の有栖川宮
記念ホールで９月30日に催された司法試験合
格者祝賀会では、日頃の学びをサポートした
教員と修了生が多数駆け付け、祝福の言葉や
将来へのアドバイスが送られた。
　２氏は「教職員の方と近い距離で学ぶ（本
学法科大学院の）環境は今でも離れ難いが、
後進の指導を含めて前に進みたい」（柳田
氏）などとあいさつし、今後の飛躍を誓っ
た。

院友2氏が司法試験を突破

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学

と
し
て
の
公
共
性
と
独
自
性
あ
る
教
育

研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

多
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
を
た

ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲

載
し
、
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま

す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
寄
付
は
、
専
用
用

紙
に
よ
る
申
し
込
み
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ

る
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
９

面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

「指定寄付金」ご芳名
寄付者 寄付目的 寄付対象 寄付金額 寄付月日

国学院大学院友会 
神奈川県支部中地区院友会
会長　近藤 正臣

学生・生徒等の活動支援
（陸上競技部活動支援） 国学院大学 90,200 平成29年４月 ３日

田村　弘 教育・研究振興支援（教育
施設・設備の充実）

国学院大学
北海道短期大学部 1,000,000 平成29年４月11日

平野　富康 教育・研究振興支援 国学院大学
北海道短期大学部 500,000 平成29年４月19日

一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田 茂穗

教育・研究振興支援（母校所
蔵の貴重資料デジタル化） 国学院大学 100,000 平成29年４月26日

西河　良則 学生・生徒等の活動支援
（教職支援） 国学院大学 1,000,000 平成29年４月14日

市川　博之 学生・生徒等の奨学金 国学院大学

1,000 平成29年４月28日
1,000 平成29年５月31日
1,000 平成29年６月30日
1,000 平成29年７月31日
1,000 平成29年８月31日

鴇崎　敬 学生・生徒等の活動支援
（硬式野球部） 国学院大学 10,000 平成29年５月15日

喜多山　健二 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 100,000 平成29年６月 ５日
新井　さきほ 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 10,000 平成29年６月 ８日

福井　武志 施設・設備充実支援 国学院大学
1,000 平成29年６月30日
5,000 平成29年８月15日

服部　謙太郎 教育・研究振興支援 国学院大学 5,000 平成29年６月30日
全国院友高等学校長会
会長　五十嵐 一郎 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 57,500 平成29年７月10日

臼杵　千枝子 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 100,000 平成29年７月13日

一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田 茂穗

学生・生徒等の活動支援
（第21回全国高校生 創作
コンテスト）

国学院大学 100,000 平成29年７月31日

一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田 茂穗

学生・生徒等の活動支援
（第13回地域の伝承 文化
に学ぶコンテス ト）

国学院大学 100,000 平成29年７月31日

斎藤　智潮 学生・生徒等の活動支援
（あすなろ奨学金資金） 国学院大学 300,000 平成29年９月12日

株式会社四門
代表取締役　那波 市郎

教育・研究振興支援（考古
学研究室） 国学院大学 150,000 平成29年９月28日

平成29年度指定寄付者一覧（敬称略）　 自　平成29年 ４月 １日
至　平成29年 ９月30日

（単位：円）
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　国学院大学と高校生新聞社が主催する「全
国高校生創作コンテスト（第21回）」と「『地
域の伝承文化に学ぶ』コンテスト（第13
回）」の作品応募が９月11日に締め切られた。
　各コンテストの応募点数は別表のとおり
（カッコ内は昨年度の点数）。

　なお、審査結果は11月中旬に発表予定。
各表彰式が12月３日（日）に本学渋谷キャ
ンパスで行われる。

高校生対象コンテストが
応募締め切り

　学生生活課および保健室は、学生の利用
状況と窓口の利便性を考慮し、10月７日か
ら、通常授業期間中の土曜日午後６時以降の
窓口態勢を変更した。
　学生生活課と保健室は午後６時に閉室し、
午後８時30分までは、学生生活課員が教務
課（若木タワー２階）に移動し、学生生活関
連の窓口対応を継続して行う。

学生生活課および保健室 
土曜日夜間の窓口態勢を変更

　人間開発学部１年生の必須科目である総合
講座「集団宿泊研修」が行われた。初等教育
学科と子ども支援学科は、９月３日から６日
まで、健康体育学科は12日から15日までの
期間で静岡県御殿場市にある国立中央青少年
交流の家で実施された。
　各学科の特徴を活かした企画や、富士登
山、キャンプファイアなどを通じて、学生同
士の絆を強めるとともに集団生活などについ
て学修した。

人間開発学部　総合講座
富士のふもとで合宿研修

　

国
学
院
大
学
博
物
館
で
９
月
29
日
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
日
本
在
住
の
外
国
人
や
留
学
生
ら

を
対
象
に
し
た
日
本
文
化
体
感
イ
ベ
ン
ト
「
日

本
文
化
を
体
験
す
る
夕
べ
―
雅
楽
を
聴
き
、
狩

衣
を
着
る
―
」
が
開
か
れ
た
。
日
本
在
住
の
外

国
人
や
留
学
生
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
奥
深
い

み
や
び
の
世
界
を
堪
能
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
文
化
庁
が
今
年
度
に
実
施
し

て
い
る
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博

物
館
支
援
事
業
」
の
一
環
。
冒
頭
、
吉
永
博
彰

・
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
が
「
す
し
や
祭
り

な
ど
は
身
近
で
ラ
イ
ト
な
日
本
文
化
だ
が
、
本

日
の
雅
楽
や
狩
衣
な
ど
は
、
接
す
る
事
が
少
な

い
デ
ィ
ー
プ
な
文
化
体
験
」
と
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
前
半
は
、
直ひ

た
た
れ垂
に
身
を
包
ん
だ
学

生
団
体
「
青
葉
雅
楽
会
」
の
学
生
が
「
越
天

楽
」
を
演
奏
。
館
内
を
平
安
絵
巻
の
よ
う
な
優

雅
な
世
界
に
い
ざ
な
っ
た
。
後
半
は
、
同
じ
く

学
生
団
体
で
祭
祀
装
束
の
着
付
け
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
る
「
萌
黄
会
」
が
狩
衣
の
着
装
を
実

演
し
た
後
、
実
際
に
参
加
者
が
着
付
け
を
体
験

し
た
。
狩
衣
は
、
貴
族
や
武
士
な
ど
の
日
常
着

と
し
て
使
わ
れ
、
現
在
で
は
神
社
で
の
祭
祀
の

際
の
装
束
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
参
加
者

　

９
月
ま
で
放
送
さ
れ
た

N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ひ
よ
っ
こ
」。
物
語
の
前
半

で
は
、
地
方
か
ら
集
団
就
職
を

し
た
女
子
工
員
た
ち
が
、
同
じ

部
屋
に
布
団
を
並
べ
寝
起
き
す

る
社
員
寮
が
舞
台
と
な
っ
た
。

　

教
員
や
神
職
を
目
指
し
、
全

国
か
ら
学
生
が
上
京
し
た
本
学

の
歴
史
に
も
、「
寮
」
の
存
在

は
欠
か
せ
な
い
。
住
宅
事
情
が

よ
く
な
か
っ
た
昭
和
30
年
代
、

都
内
で
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
38
年
に
本
学

事
務
局
に
学
寮
対
策
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
大
学
所
有
の
学
寮

博
物
館　

外
国
人
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

雅
楽
や
狩
衣
の
着
装
を
体
験

学
生
寮
の
今
昔

「
多
様
性
」の
時
代 

良
き
伝
統
に
再
び
光

は
、
女
性
職
員
の
学
寮
メ
ン
タ
ー

や
先
輩
寮
生
の
レ
ジ
デ
ン
ト
リ
ー

ダ
ー
が
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
べ
く
外
国

語
修
得
の
課
外
講
座
な
ど
も
積
極

的
に
行
う
。

　

一
つ
屋
根
の
下
で
過
ご
す
学
生

寮
で
の
共
同
生
活
。
以
前
の
よ
う

な
相
部
屋
は
な
い
が
、
互
い
に
違

い
を
認
め
合
い
協
調
す
る
力
が
求

め
ら
れ
る
。「
多
様
性
」
の
時
代

に
学
生
寮
の
良
き
伝
統
に
再
び
光

が
当
た
り
は
じ
め
て
い
る
。

設
置
を
要
請
。
翌
年
に
立
野
寮

（
男
子
寮
・
練
馬
区
）
が
完
成

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
男
女
３

つ
ず
つ
の
学
生
寮
が
開
設
さ
れ

た
。
各
寮
に
は
教
職
員
の
中
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
寮
監
が
置
か

れ
、
教
育
的
配
慮
を
重
視
し
た

「
教
育
寮
」
と
し
て
運
営
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。
一

定
の
規
律
を
保
ち
な
が
ら
安
全

で
経
済
的
に
過
ご
せ
る
学
寮
に

は
、
入
寮
希
望
が
多
数
あ
っ

た
。
長
年
、
学
生
課
（
当
時
）

で
寮
担
当
と
し
て
支
援
に
当
た

っ
た
佐
栁
正
三
・
常
務
理
事
は

「
事
務
局
の
理
解
と
寮
監
の
献

身
的
な
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
な

し
え
た
こ
と
」
と
振
り
返
る
。

　

同
じ

の
飯
を
食
う
寮
生
に

は
、
濃
密
な
人
間
関
係
の
な
か

で
伝
統
が
生
ま
れ
る
。
入
寮
時

に
は
校
歌
指
導
が
あ
り
、
初
夏

に
は
各
寮
合
同
の
ハ
イ
キ
ン
グ

（
合
ハ
イ
）
な
ど
行
事
が
多

彩
。
大
学
へ
の
帰
属
意
識
が
育

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
寮
の
伝

統
と
し
て
学
生
の
結
束
を
強
め

た
。
女
子
寮
「
堀
之
内
寮
」
に

は
国
大
音
頭
を
替
え
た
「
堀
之

内
音
頭
」
が
あ
っ
た
と

い
う
。
寮
生
た
ち
の
交

流
は
卒
業
後
も
続
い
て

い
て
、
折
々
に
旧
交
を

温
め
て
い
る
。

　

女
子
寮
の
な
か
に

は
、
賄
い
が
な
く
寮
生

が
食
事
当
番
を
受
け
持

つ
寮
も
あ
っ
た
。「
限

ら
れ
た
寮
費
を
や
り

く
り
す
る
経
済
感
覚
や

料
理
の
素
地
の
修
得
に

も
役
立
っ
た
」
と
元
寮

生
は
語
る
。
そ
う
し
た

本
学
の
学
生
寮
の
伝
統

は
、
施
設
の
老
朽
化
な

ど
も
あ
り
、
１
９
９
０
年
代
に

静
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

そ
れ
か
ら
20
年
あ
ま
り
、
各

大
学
で
学
生
寮
が
見
直
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
本
学
で
も
昨
年

度
「
学
寮　

常
磐
木
」（
女
子

寮
）
を
開
設
。
来
年
度
に
は
男

子
寮
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
。

少
子
化
の
な
か
、
地
方
か
ら
優

秀
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
べ

く
、
安
全
、
安
心
だ
け
で
な
く

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
充
実
も
課

題
だ
。「
学
寮　

常
磐
木
」
で

は
学
生
た
ち
に
狩
衣
を
着
付
け
て
も
ら
い
、
頭

に
烏え

ぼ

し
帽
子
、
笏し

ゃ
く
を
手
に
館
内
に
用
意
さ
れ
た
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
で
記
念
撮
影
を
し
た
。

　

参
加
者
は
、
雅
楽
を
演
奏
し
た
学
生
た
ち

に
、
楽
器
の
演
奏
方
法
や
楽
譜
の
見
方
な
ど

を
熱
心
に
質
問
し
、
日
本
文
化
を
探
求
し
て

い
た
。
９
月
に
米
国
か
ら
来
日
し
た
ば
か
り
の

留
学
生
は
「
初
め
て
雅
楽
を
聴
き
、
狩
衣
を
着

た
。
興
味
深
い
経
験
が
で
き
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

　宮西惟道法人参与（日枝神社名誉宮司・東
京都神社庁名誉庁長）が、平成29年10月１日
に逝去。83歳。葬儀は近親者により執り行わ
れた。
　宮西氏は、昭和８年生まれ。32年国学院大
学神道専修科修了。平成23年から本法人参与
を務めた。

宮西惟道法人参与が逝去

在
り
し
日
の
若
木
寮

現在はレジデントリーダーが生活をサポート

全国高校生創作コンテスト
部　門 応募数

 短篇小説の部 603（505）
 現代詩の部 1379（652）
 短歌の部 4199（3284）
 俳句の部 13108（8525）
 合　計 19289（12966）

地域の伝承文化に学ぶコンテスト
部　門 応募数

地域文化部門（団体） 21（10）
地域文化部門（個人） 459（359）
地域民話部門（団体） 12（6）
地域民話部門（個人） 194（236）
学校活動部門 22（17）
合　計 708（628）
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　本学学生の保護者らによって組織される若
木育成会は、９月30日午後２時から本学渋
谷キャンパス若木タワー02会議室で、平成
29年度秋季支部長研修会を行った。
　全国56支部の支部長らが出席し、赤井益
久学長のあいさつの後、10月21日（土）に
開催される保護者向けキャンパス見学会など
の大学からの案内、支部の運営方法、活動支
援について担当職員からの説明や意見交換が
なされた。

若木育成会
秋季支部長研修会を開催

　

大
正
12
年
５
月
、
皇
典
講
究
所
・
国
学

院
大
学
は
飯
田
町
か
ら
渋
谷
に
移
転
し

た
。
授
業
は
６
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
が
、

９
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
の
一
部

が
損
壊
し
、
そ
の
後
、
復
旧
に
努
め
た
。

ま
た
、
同
年
10
月
に
は
久
邇
宮
邦
彦
王
を

皇
典
講
究
所
第
４
代
総
裁
に
推
戴
す
る
。

　

翌
、
大
正
13
年
11
月
25
日
、
総
裁
推

戴
式
と
損
壊
し
た
本
館
の
竣
工
式
が
行

わ
れ
、
あ
わ
せ
て
記
念
展
覧
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
に
は
宮
地
直
一
〔
明
治
19
年

（
１
８
８
６
）
―
昭
和
24
年
（
１
９
４

９
）〕、
山
本
信
哉
ら
が
尽
力
し
て
い
る
。

　

宮
地
は
神
道
史
学
者
で
あ
り
、
東
京
帝

国
大
学
に
お
い
て
国
史
・
国
文
学
者
の
萩

野
由
之
〔
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
―
大

正
13
年
（
１
９
２
４
）〕
＝
写
真
右
下
＝

に
師
事
し
た
。
卒
業
後
は
内
務
省
に
入

り
、
神
社
考
証
な
ど
を
担
当
す
る
。
皇
典

講
究
所
・
国
学
院
大
学
と
の
関
係
で
は
、

明
治
42
年
よ
り
神
職
養
成
部
に
お
い
て

「
神
祇
史
」
を
担
当
し
、
後
に
本
学
教
授

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
展
示
に
宮
地
は
『
諸
国
大
明
神
神

名
帳
』
を
出
品
し
て
い
る
。
同
資
料
は
萩

野
由
之
が
京
都
で
買
い
求
め
、
宮
地
に

譲
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

萩
野
は
東
京
大

学
文
学
部
古
典
講

習
科
の
一
回
生
で

あ
り
、
明
治
34
年

に
東
京
帝
国
大
学

教
授
と
な
っ
て
い

る
。
古
典
講
習
科

の
同
期
生
に
は
、

池
辺
義
象
、
落
合

直
文
が
お
り
、
萩

野
を
含
め
、
彼
ら

受
け
継
が
れ
る
資
料

第

回
3

　本学政経学部・経済学部の卒業生によって
組織される院友経済会と経済学部主催（国学
院大学院友会後援）のスペシャルトークショ
ーが11月18日（土）午後３時から渋谷キャン
パス120周年記念２号館2104教室で行われる。
　ゲストは、現在、社会人・かずさマジック
でコーチ兼選手として活躍する、元プロ野球
選手の渡辺俊介投手（平11卒・107期哲）。シ
ドニー五輪やWBCで活躍した「ミスターサ
ブマリン」が過去・現在・未来を語る。
　同企画は、院友の他、学生、保護者など一
般にも公開される。申し込み方法などは同
会ホームページ（http://www2.kokugakuin.
ac.jp/inyu-economics/）を参照。問い合わせ
は本学経理課・鈴木（03-5466-0754）まで。

元プロ野球選手　渡辺俊介氏が
11月にトークショー

　4月に発表された今年度の春の叙勲およ
び、5月に発表された高齢者叙勲で、新たに
院友2氏の受章がわかった。
◎旭日双光章（地方自治功労）＝曻清隆（昭
47卒・80期法Ⅱ、元鹿児島県瀬戸内町議会
議員）
◎瑞宝小綬章（教育功労）＝夛田良章（昭
27卒・60期文、元公立高等学校校長）

春の叙勲　院友2氏にも栄誉

　９月４日、平成29年度障害者雇用優良事
業所等表彰の都内受賞者が独立行政法人高齢
・障害・求職者雇用支援機構（東京支部）か
ら発表され、同機構理事長努力賞に院友で
THK株式会社に勤務する酒井宏長氏（平19
卒・115期中文）が選ばれた。
　同表彰制度は、障害者の雇用の促進と職業
の安定を図るため、それに貢献する団体・個
人に対して、厚生労働大臣や高齢・障害・求
職者雇用支援機構理事長が表彰するもの。聴
覚に障がいがある酒井氏は、模範的職業人と
して長期にわたり勤続したことが評価され
た。今回の受賞の報に酒井氏は「自分だけの
力ではなしえず、皆様の支えがあったからこ
そやってこられた。支えてくださった皆様に
感謝します」と喜びを語った。

院友・酒井氏が独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機
構理事長努力賞を受賞

は
明
治
23
年
11
月
に
皇
典
講
究
所
を
母
体

と
し
て
開
院
し
た
国
学
院
の
講
師
と
な
っ

た
。

　

宮
地
直
一
が
収
集
し
た
資
料
等
は
平
成

15
年
に
本
学
へ
寄
贈
さ
れ
、
和
装
本
に
つ

い
て
は
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
「
モ
ノ
と
心
に

学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
」、
平
成
19
年

〜
24
年
）
に
お
い
て
調
査
・
整
理
さ
れ

た
。
現
在
は
国
学
院
大
学
図
書
館
に
収
め

ら
れ
、
研
究
・
教
育
活
動
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、『
古
文
書　

一
』
に

は
、
他
の
神
道
・
神
社
に
関
す
る
資
料
と

と
も
に
宮
地
が
萩
野
よ
り
譲
り
受
け
た
神

名
帳
の
写
し
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
は
京
都
府
向
日
市
周
辺
に
流

布
す
る
勧
請
神
名
帳
の
一
本
に
す
ぎ
な
い

が
、
総
裁
推
戴
式
并
復
旧
竣
工
式
の
際
の

記
念
展
示
や
本
学
の
研
究
に
ゆ
か
り
深
い

人
々
を
想
起
さ
せ
る
資
料
で
あ
る
。

大
東
敬
明（
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）

熊本地震被災地で客員教授・さだまさし氏の
震災復興祈念コンサート

　

本
学
創
立
１
３
５
周
年
を
記
念
し
、

合
わ
せ
て
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
も
祈

念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
「
言
霊
の
力　

音

霊
の
癒
し
」
が
９
月
15
日
、
熊
本
県
熊

本
市
中
央
区
の
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
。
本
学
出
身
で
客

員
教
授
も
務
め
る
歌
手
、
さ
だ
ま
さ
し

氏
が
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
ト
ー
ク
を

交
え
な
が
ら
楽
曲
を
披
露
し
、
被
災
者

や
県
民
、
院
友
ら
約
１
８
０
０
人
を
楽

し
ま
せ
た
。

　

本
学
は
毎
年
文
化
講
演
会
を
開
催
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
院
友
会
熊
本

県
支
部
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、
さ

だ
氏
に
協
力
を
要
請
。
昨
年
発
生
し
た

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
支
援
と
し
て
開

い
た
。
同
県
甲
佐
町
出
身
の
坂
口
𠮷
一

理
事
長
は
「
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
さ
だ
さ
ん
の
歌
と

ト
ー
ク
で
勇
気
と
パ
ワ
ー
を
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

さ
だ
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
東
北
や
熊
本
で
の
被
災
者
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
温
か
い
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
ト
ー

ク
で
紹
介
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ

オ
・
グ
レ
ー
プ
時
代
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

「
無
縁
坂
」
や
「
関
白
宣
言
」、「
風
に

立
つ
ラ
イ
オ
ン
」
な
ど
計
13
曲
を
熱

唱
。「
ま
だ
余
震
も
続
き
、
復
興
ま
で

は
時
間
が
か
か
り
、
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
前
よ
り

素
晴
ら
し
い
熊
本
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
応
援
し
ま
す
」
と
熊
本
へ
熱
い

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

萩
野
由
之
か
ら
宮
地
直
一
へ

◉

『
諸
国
大
明
神
神
名
帳
』
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文
部
科
学
省
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
研
究
成
果
を

基
礎
に
、
日
本
文
化
研
究
所
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
研
究
所
・
資
料
館
・
記
念

室
等
を
統
合
し
、
新
た
な
複
合
研
究
機

関
と
し
て
「
研
究
開
発
推
進
機
構
」
が

発
足
し
た
。
平
成
19
年
に
発
足
し
た
機

構
は
、
国
際
交
流
お
よ
び
研
究
成
果
の

公
開
発
信
事
業
を
担
う
日
本
文
化
研
究

所
▽
考
古
学
・
神
道
の
２
つ
の
資
料
館

を
統
合
し
た
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
▽
本

学
の
歴
史
と
保
有
す
る
学
術
資
料
を
研

究
対
象
と
し
た
校
史
・
学
術
資
産
研
究

セ
ン
タ
ー
▽
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
研

究
推
進
の
た
め
の
企
画
・
立
案
や
学
内

外
の
共
同
研
究
の
受
け
皿
と
な
る
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
▽
本
学
の
研
究
成

果
を
社
会
に
還
元
す
る
国
学
院
大
学
博

物
館　

以
上
の
５
つ
の
機
関
に
よ
り
構

成
。
各
機
関
が
連
携
し
、
高
度
な
研
究

の
推
進
と
若
手
研
究
者
の
育
成
、
研
究

成
果
の
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な

研
究
を
開
発
・
創
造
し
続
け
て
い
る
。

　

機
構
と
各
機
関
が
刊
行
す
る
出
版
物

に
は
「
紀
要
」
の
ほ
か
、「
年
報
」「
校

史
」「
館
報
」
と
い
っ
た
定
期
刊
行
物

が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
文
化
研
究
所
設

立
60
周
年
記
念
行
事
を
基
に
し
て
ま
と

め
た
「〈
日
本
文
化
〉
は
ど
こ
に
あ
る

か
」、「
共
存
学
」
シ
リ
ー
ズ
、「
渋
谷

学
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
多
方
面
に
わ

た
っ
た
一
般
向
け
の
書
籍
も
あ
る
。

　

平
成
28
年
11
月
、
文
部
科
学
省
研
究

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
た
「『
古
事
記
学
』
の
推
進
拠
点
形

成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古

事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信

―
」
の
実
施
機
関
と
し
て
古
事
記
学
セ

ン
タ
ー
が
発
足
。
日
本
文
化
の
根
源
で

あ
る
「
古
事
記
」
の
研
究
を
進
め
、
そ

の
成
果
を
国
内
外
に
発
信
す
る
。

　

設
立
10
周
年
を
迎
え
た
本
学
の
研
究
開
発
推
進
機
構
。
井
上
順
孝
機
構
長
（
神
道
文
化
学
部

教
授
）
以
下
１
０
０
名
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
、
平
成
14
〜
18
年
度
に
か
け
て
推
進
さ
れ
た

文
部
科
学
省
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学
的
研
究
発
信
の
拠
点
形

成
」
事
業
を
発
展
的
に
継
承
・
展
開
し
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
則
っ
た
研
究
を
続
け
て
い

る
。
井
上
機
構
長
に
機
構
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
伺
っ
た
。

員
研
究
員
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
等
が
い

て
、
さ
ら
に
は
客
員
教
員
が
い
る
と
い

う
形
で
す
。

Ｑ

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
時

代
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

「
今
」
に
適
し
た
研
究
と
は

何
で
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
あ
ら
ゆ
る
所
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
活
字
中
心

の
頃
は
本
に
し
な
い
と
見
て
も
ら
え
ず

外
国
の
研
究
者
が
本
を
入
手
し
た
時
点

で
は
既
に
（
研
究
が
）
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
少

し
ず
つ
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
も
研
究

を
発
信
で
き
、
ネ
ッ
ト
で
の
研
究
成
果

公
開
に
よ
っ
て
、
世
界
中
ほ
ぼ
同
着
を

可
能
に
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
よ
う
に

豊
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
ち
イ
ン
フ
ラ

も
整
っ
て
い
る
研
究
機
関
に
は
ま
た
と

な
い
こ
と
で
す
ね
。

　

成
果
の
一
つ
に
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
の
構
築
が
あ
り
ま
す
が
、

旧
日
本
文
化
研
究
所
が
編
纂
し
た
「
神

道
事
典
」
を
英
訳
し
た
「
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ

ｌ
ｏ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ　

ｏ
ｆ　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ

ｔ
ｏ
（
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ

ン
事
典
を
作
っ
た
こ
と
が
画
期
的
で
し

た
。
こ
れ
は
外
国
人
研
究
員
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
非
常
に

反
響
が
大
き
か
っ
た
。
世
界
中
で
神
道

を
研
究
す
る
人
は
必
ず
見
る
と
い
う
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
道
に
関
心
が
あ
る
外
国
人
は
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
れ
て
検
索
し
ま
す
が
、
今

は
「
Ｅ
Ｏ
Ｓ
」
が
ト
ッ
プ
に
来
る
。
と

い
う
こ
と
は
、「
神
道
を
調
べ
る
に
は

Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
一
番
」
と
国
際
的
に
認
め
ら

Ｑ

 

10
周
年
を
迎
え
た
研
究
開
発

推
進
機
構
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
す
。
ま
ず
、
機
構
は

ど
う
い
っ
た
機
関
で
し
ょ
う

　

本
学
の
最
も
特
徴
あ
る
研
究
を
一
カ

所
に
集
約
し
て
成
果
を
発
信
し
よ
う
と

い
う
、
国
学
的
研
究
の
発
信
拠
点
で

す
。
印
刷
物
だ
け
で
毎
年
20
冊
ぐ
ら
い

の
成
果
報
告
を
出
し
、
機
関
ご
と
に
定

期
刊
行
物
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
共
同
研
究
員
ま
で
入
れ

る
と
１
０
０
人
以
上
。
本
年
度
は
専
任

教
員
が
12
人
、
兼
担
教
員
が
31
人
。
客

れ
た
わ
け
で
す
。
み
ん
な
が
関
心
を
持

っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
サ
イ
ト
が
光
っ
て

く
る
わ
け
で
、
そ
の
中
に
機
構
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
食
い
込
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
。「
世
界

へ
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
国
学
院

大
学
と
し
て
、
振
り
向
い
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
り
、
信
頼
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
の
世
界
で
は
最

後
に
勝
利
す
る
の
は
正
確
さ
や
信
頼
性

で
、
評
価
が
固
ま
れ
ば
加
速
度
的
に
注

目
を
浴
び
る
わ
け
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
改
善
点
は
多
い
の
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
関

し
て
は
機
構
の
各
機
関
か
ら
委
員
を
出

し
図
書
館
や
広
報
課
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
年
間
に
何
回
も
会
議
を
開
き
、

意
見
を
交
わ
し
て
変
え
て
ゆ
く
と
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

 

研
究
者
・
教
員
を
育
て
る
こ

と
も
大
き
な
狙
い
と
い
う
こ

と
で
す
が

　

機
構
の
特
長
は
学
部
を
横
断
し
て
兼

担
教
員
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

も
あ
り
ま
す
。
専
任
教
員
が
中
核
に
な

り
つ
つ
兼
担
教
員
と
連
絡
を
す
る
と
い

う
、
日
本
文
化
研
究
所
が
築
き
上
げ
て

き
た
態
勢
の
拡
大
版
で
、
年
齢
や
業
績

に
応
じ
て
若
手
の
研
究
者
も
取
り
込
ん

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
も
ら
い
ま

す
。
資
料
収
集
や
実
際
の
調
査
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
作
成
な
ど
細
々
と
し
た
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
を
共
同
作
業
で
や
る
こ

と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
機
構
で
は
複

数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
の
は
ご

く
普
通
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
若

い
研
究
者
も
横
に
広
が
り
ま
す
。
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
観
点
と
現
実
的

な
研
究
方
法
を
学
ぶ
と
い
う
点
で
は
大

変
い
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
末
か
ら
９
月
の
初
め
に
か
け
て

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
行
わ
れ
た

国
際
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
か
つ

て
機
構
に
勤
務
し
て
い
た
日
本
人
や
外

国
人
の
研
究
者
が
何
人
も
挨
拶
し
て
く

れ
ま
し
た
。
日
本
文
化
研
究
所
以
来
の

仕
組
み
が
若
手
を
育
て
、
国
内
外
の
様

々
な
研
究
機
関
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

の
証
明
で
す
。
拠
点
と
か
結
節
点
と
い

う
意
味
で
「
ハ
ブ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
機
構
は

そ
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
長
い
目

で
見
れ
ば
大
変
な
資
産
で
す
か
ら
今
後

も
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

Ｑ
機
構
の
今
後
に
つ
い
て
お
話

し
く
だ
さ
い

　

課
題
は
「
何
を
充
実
さ
せ
る
か
」
で

す
が
、
一
つ
は
学
内
の
教
育
へ
の
貢
献

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

機
構
が
主
催
す
る
講
演
会
や
博
物
館
の

展
示
は
地
域
住
民
に
は
喜
ば
れ
ま
す

が
、
学
生
の
参
加
を
更
に
促
し
た
い
。

学
生
を
中
心
と
し
た
企
画
な
ど
を
仕
組

み
と
し
て
考
え
る
べ
き
段
階
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
の

も
機
構
の
責
務
で
す
。
２
年
に
１
回
ぐ

ら
い
は
英
語
で
発
表
す
る
小
さ
な
会
合

を
開
き
た
い
で
す
ね
。
た
ど
た
ど
し
く

て
も
英
語
で
発
表
し
て
英
語
で
質
疑
応

答
す
る
。
そ
う
や
っ
て
育
っ
た
人
に
海

外
へ
飛
躍
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

研
究
機
関
の
い
い
と
こ
ろ
は
、「
あ

そ
こ
は
い
い
研
究
を
し
て
い
る
」「
あ

の
先
生
は
信
頼
で
き
る
」
と
評
価
さ
れ

る
と
、
他
の
研
究
機
関
が
進
ん
で
協
力

し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
11

月
の
講
演
会
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

の
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
教
授
に
来
て
も

ら
い
ま
す
。
世
界
有
数
の
研
究
機
関
と

国
学
院
と
が
提
携
す
る
背
景
に
は
、

「
研
究
者
と
し
て
信
頼
で
き
る
人
間
が

国
学
院
に
い
る
」
と
い
う
評
価
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
身
近

に
あ
る
時
代
で
す
か
ら
、
ア
プ
リ
を
開

発
し
て
学
生
に
「
面
白
い
な
」「
使
え

る
な
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
も

し
た
い
。
企
業
と
連
携
し
、
地
図
ア
プ

リ
の
な
か
で
全
国
１
５
０
０
ほ
ど
の
神

社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
世
界
遺
産
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
「
知
」
を
様
々
な
形

で
還
元
す
る
こ
と
が
機
構
に
求
め
ら
れ

て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
。

国学院の「知の蓄積」を還元

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
的
に
継
承・展
開

複
数
の
研
究
機
関
が
密
接
に
連
携

研究開発推進機構が発信拠点

国学院大学 研究開発推進機構

機構長井上 順孝

谷
口 

雅
博
セ
ン
タ
ー
長

古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

笹
生 

衛
館
長

国
学
院
大
学
博
物
館

根
岸 

茂
夫
セ
ン
タ
ー
長

笹
生 

衛
セ
ン
タ
ー
長

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

井
上 

順
孝
所
長

日
本
文
化
研
究
所

阪
本 

是
丸
セ
ン
タ
ー
長

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

井
上
順
孝
機
構
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研究開発推進機構の各機関が
発行する定期刊行物の数々

日本文化研究所が定期的に開催している国際研究フォーラムには
一線級の学者が集結する

文科省の「私立大学研究ブランディング事業」の一環
として開催された古事記学の国際シンポジウム

筑波大学附属特別支援学校の生徒と一緒
に行ったワークショップ。「国学院の知」
へのユニバーサルアクセスを目指す

多くの来場者で賑わう国学院大学博物館

時　代：文政10（1827）年　　画：有楽斎長秀 
　ハロウィンシーズンには、渋谷駅周辺で仮

コスプレ

装をした
人々を見かけますが、日本の祭礼にも仮装はつきもの
です。祇園祭（京都）でも、かつては神

みこしあらい

輿洗という行事に合わせて、祇園の芸妓たちがさま
ざまな仮装をして練り歩いていました。本資料はその見物のために摺

す

られたもので、猿回
し、町娘、曽我五郎などが出る予定であったことがわかります。 
展示案内：本資料は、特集展示「祭礼と仮装」（10月24日㈫～12月10日㈰：８面参照）で11
月21日㈫からご覧いただけます。 
ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

No.6

今月の資料 祇園神輿洗ねり物絵
え

容
す が た
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本学が参加予定の進学相談会 合合

 国学院大学は、12月に長野県で開催
される進学相談会に参加予定です。
・ ・
　▶ 長野市・ホテルメトロポリタン長
野＝12月12日㈫15時～18時

　▶ 松本市・ホテルブエナビスタ＝
13日㈬15時～18時

春期短期留学の説明会 
 外国語能力向上をめざして集中的に
語学を勉強する４週間の留学入門プ
ログラムである「短期留学」の説明
会を実施します。
 ・ ・
　▶ 渋谷キャンパス＝10月27日㈮５
・６限、28日㈯３・４限、11月
８日㈬４・５限

　▶ たまプラーザキャンパス＝10月
30日㈪５限

　※ 留学先により時間・場所は異なり
ます

国際交流課（☎03・5778・7061）
※詳細はK-SMAPYメールで確認を
【留学先と募集概要】
　募集期間はいずれも10月５日㈭～
11月29日㈬16時。留学期間・参加費
は予定。
▶ 米国・セントマイケルズ大学
　 留学期間：平成30年２月12日㈪～
３月13日㈫ 、参加費：約62万円 、
実施条件：15人以上

▶ マレーシア・アジアパシフィック　テク
ノロジー＆ イノベーション大学
　 留学期間：平成30年３月４日㈰～
31日㈯、参加費：約35万円、実施
条件：５人以上
▶中国・復旦大学
　 留学期間：平成30年２月18日㈰～
３月17日㈯、参加費：約30万円、
実施条件：10人以上 

春期海外インターンシップの 
参加者募集 
　㈱ＪＴＢコーポレートセールス主催
の海外インターンシッププログラムに
ついて、説明会を実施します。
11月22日㈬

昼休み、３・４限
 渋谷キャンパス120周年記念１号館
1308教室
国際交流課（☎03・5778・7061）
▶ マレーシアインターンシッププログ
ラム（４週間） 
　 平成30年２月11日（日・祝）～３月11日㈰
　  クアラルンプール、ベルジャヤ大
学関連企業　※宿泊先は、ベルジ
ャヤ大学の寮（２～８人１部屋）

　  ９日間の英語研修（ベルジャヤ大
学）・２週間の企業インターンシ
ップ（不動産、金融、飲食、ホテ
ル等）※TOEIC450程度以上を推
奨

　  39万8000円（食事は含まず）

イベント

第３回地域交流 
スポーツフェスティバル 
 専門の知識を持った教員と学生が様
々な種目の測定や体験ができるブー
スを出展します。興味を持ったもの
を選んでいただけるように、各ブー
スにいくつかの種目を用意していま
す。体験後はその結果をもとに、個人
にあった適切な運動プログラムの提
案や指導、アドバイスなどをします。
動きやすい服装、上履き・運動靴・タ
オルなど持参でご来場ください。
11月26日㈰
10時～15時
 たまプラーザキャンパス体育館、球
技場
無料
 人間開発学部地域ヘルスプロモーシ
ョンセンター（☎045・904・7707、
kchpc＠kokugakuin.ac.jp）

生きがい講座2017 
健康長寿のための体力測定会 
 近ごろ話題の「ロコモティブシンド
ローム（運動器症候群）」の判定や
筋力測定など、特別な体力測定を体
験できます。健康科学のスペシャリ
ストである林貢一郎人間開発学部准

教授が、体力と健康寿命の関連性を
分かりやすく説明します。
12月16日㈯
10時～11時
 たまプラーザキャンパス１号館２階
410教室
おおむね50歳以上の方
 本学ホームページ（https://www.
kokugakuin.ac.jp/education/fd/

human/about/p5）またはFAX・
Ｅメール（氏名・年齢・電話番号
・住所を明記）で、人間開発学部
地域ヘルスプロモーションセンタ
ー（FAX045・904・7707）、（
kchpc＠kokugakuin.ac.jp）へ申
し込み
 人間開発学部地域ヘルスプロモーシ
ョンセンター（☎045・904・7707）

本紙へのご感想を
お待ちしています

　「国学院大学学報」では、読者の皆さまから
のご意見・ご感想を募集しています。今後、定
期的に本紙にて「読者の声」を紹介していく予
定です。掲載された方には、本学オリジナルグ
ッズを進呈いたします。ご投稿は以下の要領で
お願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へ
のご意見③住所④氏名⑤所属など（在学生の
場合〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業
生〉、本学・本法人教職員、その他いずれか）
を明記の上、はがき・ＦＡＸで国学院大学広報
課（連絡先は１面参照）までお送りください。
また、ＱＲコードよりＥメール作成画面を開く
ことができます。なお、お送りいただいた方の
個人情報は法令に基づ
いて取り扱いいたしま
す。
※ お寄せになられた原
稿・お便りは返却い
たしません

　

趣
味
は
、
と
問
わ
れ
れ

ば
、
歌
舞
伎
観
劇
と
答
え
る

だ
ろ
う
。
私
の
専
門
は
神
話

学
で
、
日
本
神
話
を
中
心
に

研
究
し
て
い
る
。
歌
舞
伎
の

中
に
は
八
岐
大
蛇
退
治
の
話

を
取
り
上
げ
た
「
日
本
振
袖

始
」
な
ど
神
話
に
関
係
の
あ

る
演
目
も
あ
る
が
、
そ
れ
ほ

ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
研

究
も
忘
れ
て
歌
舞
伎
の
世
界

を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

そ
の
楽
し
み
を
共
有
し
よ

う
と
他
の
人
を
誘
っ
て
み
た

り
す
る
が
、
こ
れ
が
な
か
な

か
難
し
い
。
歴
史
好
き
の
人

な
ら
と
思
っ
て
誘
っ
た
と
こ

ろ
、
な
ぜ
平
安
時
代
の
菅
原

道
真
の
息
子
が
「
寺
子
屋
」

に
い
る
の
か
（「
菅
原
伝
授

手
習
鑑
」
）、
平
清
盛
の
孫

の
維
盛
が
、
吉
野
の
「
す
し

屋
」
に
匿
わ
れ
て
い
る
な
ん

て
あ
り
得
な
い
（「
義
経
千

本
桜
」
）
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
と
き
は
「
そ
れ

が
歌
舞
伎
」
と
答
え
る
し
か

な
い
。
話
の
決
着
が
つ
か

ず
、
頭
の
中
に
？
が
浮
か
ん

だ
ま
ま
帰
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
そ
れ
で
も
楽
し
め
る

の
は
、
芸
の
力
だ
ろ
う
。

「
そ
れ
が
歌
舞
伎
」
だ
。

　

考
え
て
み
れ
ば
神
話
も
不

思
議
な
話
が
多
い
。
た
と
え

ば
日
本
神
話
の
須
佐
之
男
命

は
、
な
ぜ
占
い
に
勝
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
馬
の
皮
を
剥

ぐ
の
か
。
一
般
的
な
感
覚
で

は
と
う
て
い
理
解
で
き
な

い
。
そ
ん
な
率
直
な
質
問
に

は
、
や
は
り
「
そ
れ
が
神

話
」
と
答
え
て
き
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
物
語
を

味
わ
う
と
き
に
、「
は
じ
ま

り
」
が
あ
っ
て
「
お
わ
り
」

が
あ
り
、
主
人
公
の
行
動
に

な
に
か
理
由
が
あ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
し
か
し
、
人
生

に
起
こ
る
出
来
事
に
は
、

「
お
わ
り
」
な
ど
な
い
こ
と

が
多
い
。
な
ん
で
あ
ん
な
こ

と
を
し
て
し
ま
っ
た
か
、
自

分
の
行
動
で
も
説
明
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
で

神
話
や
歌
舞
伎
の
な
か
に
、

人
間
の
有
り
様
そ
の
も
の
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
歌
舞
伎

を
見
る
こ
と
は
、
神
話
の
解

釈
が
深
ま
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
。
歌
舞

伎
で
得
た
知
見
を
神
話
学
に

導
入
す
る
。
そ
ん
な
期
待
を

込
め
て
、
今
月
も
歌
舞
伎
座

へ
。

歌
舞
伎
と
神
話
学

若木が丘
だより

研究開発推進機構教授

平藤 喜久子

　

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館館物 館物 館物物物物物 館物物 館館館館館物 館館館館館物物物
無料
10時～18時（入館は17時30分まで）
　※11月20日㈪は休館

企画展「神道の形成と古代祭祀」 
10月14日㈯～12月10日㈰
博物館企画展示室
 「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
の世界文化遺産登録を記念し、古代祭
祀の実態と神道の起源に迫ります。

ミュージアムトーク 
博物館神道講座～古代篇～ 
11月11日㈯・25日㈯、12月２日㈯
14時～14時30分（各日とも）
博物館ホール

国学院大学考古学研究室発掘調査速報展示Ⅱ 
発掘された縄文時代早期の人骨 
－居

い

家
や

以
い

岩陰遺跡の発掘調査－ 
10月14日㈯～11月19日㈰

博物館ホール

渋谷で日本の祭礼と仮
コ ス プ レ

装風流を学ぶ 
講演会＆ミニ展示 
▶講演会「祭礼と仮装風流」
　 12月９日㈯
　 15時～17時
　  渋谷キャンパス120周年記念１号
館1103教室

　  福原敏男氏「大坂臨時祭の俄
にわか

」、
西岡陽子氏「祭礼における俄」

　  12月２日㈯までに、博物館ＷＥ
Ｂ申込フォームまたは往復ハガキ
にて住所・氏名（フリガナ）・電
話番号を明記し、〒150-8440東
京都渋谷区東４-10-28国学院大学
博物館「祭礼と仮装風流」係へ　
※先着130人

▶特集展示「祭礼と仮
コスプレ

装」
　 10月24日㈫～12月10日㈰
　 博物館神道展示室
※ 博物館関連イベントの問い合わせは、
☎03・5466・0359まで

　

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＬＣＬＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ
ＴＯＥＩＣ学内テスト 
 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ：
Institutional Program）として実施
するものです。公開テストとＩＰテ
ストのスコアの有効性はＴＯＥＩＣ
主催団体により同一です。
　※ 企業、大学等により基準が異なる
場合もあります
12月２日㈯
 14時30分集合、17時15分解散（実
際の試験時間は２時間）

 渋谷キャンパス（教室は試験１週間
前をめどにお知らせします）
3500円
本学在学生
 10月19日㈭～11月16日㈭までに、
証明書自動発行機で証紙を購入し、
各キャンパスのＬＬＣに提出
▶ 渋谷キャンパス：ＬＬＣ（学修支
援センター相談室〈３号館3306
教室〉）

　▶ たまプラーザキャンパス：ＬＬＣ
ＹＯＫＯＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ
（１号館304教室）
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トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

大学からの
お知らせ
大大大学大大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
お知らせ知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

台風18号で被災された方へ 
　今回の災害により災害救助法が適用
された地域に主たる家計支持者が居住
し、家計の急変によって学業生活に支
障をきたすおそれのある学生は保証人
（保護者等）と相談の上、大学各窓口
までご相談ください。
 大分県佐伯市と津久見市、近隣にお
住まいもしくは勤務先があり被災さ
れた方
 学生生活課（☎03・5466・0146）、
　 たまプラーザ事務課（☎045・904・
7705）、
　大学院事務課（☎03・5466・0142）

「指定寄付金」ご協力のお願い 

　学校法人国学院大学では、私学とし
ての公共性と独自性ある教育研究体制

を確立するため、広くご寄付を募って
います。
　寄付の種類は、「学生・生徒等の奨
学基金」「学生・生徒等の活動支援」
「教育・研究振興支援」「施設・設備
充実支援」の４つに加え、学生の課外
活動を支援するための「課外活動支援
（スポーツ強化部会等）」や「メッセ
ージ募金」を設けています。
 　「メッセージ募金」は、スポーツ
活動や課外活動などに熱心に取り組ん
でいる在学生に向けて、ホームページ
上からメッセージを直接投稿してもら
う仕組みです。500円から寄付が可能
で、メッセージはそのままホームペー
ジに公開されます（匿名可）。
 専用用紙またはインターネットでの
クレジットカード決済が可能です。
利用可能なクレジットカードは、
VISA、MasterCardの２種類です。
総務課（☎03・5466・0111）
※ 本法人への指定寄付金は税制上の
優遇措置を受けることができます。
募金に関する情報はホームページ
（http://kifu.kokugakuin.ac.jp/）
で閲覧できます

「国学院カード」入会のご案内 
国学院大学では、三井住友VISAカ

ードと提携したクレジットカード「国
学院カード」への入会を募っていま
す。在学生には「国学院カード」、院
友・教職員には「国学院カードクラシ

ック」と「国学院カードゴールド」を
用意し、上表のような各種特典もあり
ます。
 三井住友ＶＩＳＡ
カードホームペー
ジ申し込みサイト
（ht tps ://www.
smbc-card.com/
nyukai/affiliate/kokugakuin/
index.jsp）またはＱＲコードから申
し込み
▶ 三井住友VISAカード入会案内デ
スク（0120・816・437、☎03
・6627・4136）

　　※ 受付時間は平日９時～19時、

土・日・祝日９時～17時（12
月30日～１月３日を除く）

　 ▶財務部経理課（特典関係）
　　 （☎03・5466・0155）
　　※ 受付時間は平日９時～18時、

土曜９時～17時（長期休暇と
年末年始を除く）

平成29年若木祭に伴う 
休講について 
 若木祭開催に伴い、学部・専攻科・別
科・大学院の授業を渋谷・たまプラー
ザキャンパスとも休講とします。
11月２日㈭・６日㈪
　※ ４日㈯は創立記念日のため休講

キャリアサポートャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトトーーーポポーポポ トトポ トトトポポ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

業界セミナー 
 各業界リーディングカンパニーの採
用担当者に業界や企業について説明
していただきます。参加企業は個人

では予約が取れない優良企業ばか
り。志望が固まっていない人も、ま
ず企業の話を聞いて興味・関心の幅
を広げましょう。
下表参照
①３限（12時50分～14時10分）
　②４限（14時30分～15時50分）

　③５限（16時10分～17時30分）
　④６限（17時50分～19時10分）
１～３年生

進路電話調査 
 進路・就職に関する「状況」を把握
することを目的とした電話調査を実
施します。調査結果は、支援内容・
企画の充実につなげますので、電話
には極力出ていただくよう、協力を
お願いします。
　※ 「決定・内定状況」の確認ではな
いため、希望進路（一般企業・公
務員・教職・神社関係・進学）は
問いません
11月14日㈫～22日㈬
４年生

書類＆自己ＰＲ対策講座 
 選考では「エントリーシート」「履
歴書」といった書類の内容が重要と
なります。企業は書類のどこをどの
ように評価しているのかを知り、高
評価を得るために自分の何をアピー
ルするのかを解説・ワークを通して
学んでいきます。
 11月８日㈬３・５限、９日㈭６
限、10日㈮６限
　※各回の内容は同じです
３年生

公務員ゼミ① 
「心構え・面接対策」（再） 

 同じ公務員でも職種や自治体が違え
ば理念、働き方、業務内容などが大
きく異なります。仕事・職種・自治
体を正しく理解するには、早期から
準備を行うことが必要です。公務員
という仕事の本質について、目指す

際の心構え、準備計画について指導
します。
　※ ５月実施の公務員ゼミ①「心構え
・面接対策」と同内容
11月17日㈮
４限
5302教室
１～３年生

テストセンター体験会 
 テストセンター型の試験は、マーク
シート型の筆記試験とは形態が大き
く異なるため、何よりも慣れておく
ことが重要になります。コンピュー
ター教室にて実際に体験をする貴重
な機会を活かして、一歩先行く対策
をとりましょう。
　※ 事前に「リクナビ2019ID」の取
得が必要
11月25日㈯、 12月２日㈯
３限
※各回の内容は同じです
３年生

「ホンキの就職面接対策」 
就職活動継続者向け講座 
グループワーク有 

11月15日㈬
３・４限
４年生

「学内合同企業説明会」 
採用継続企業15社 

11月29日㈬
14時～17時
４年生

※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから

開催日 企業 時間

11月13日㈪
国分グループ本社 ③日本通運
トーハン ④

11月14日㈫ 集英社 ③資生堂

11月15日㈬
そごう・西武 ①キユーピー
京セラ ②

11月16日㈭
ロッテ ③富士通
三菱東京ＵＦＪ銀行 ④

11月17日㈮

大正製薬グループ ③岡村製作所
スズキ ④シャープ

11月20日㈪

小田急電鉄 ③伊藤忠食品
リクルートマーケティ
ングパートナーズ ④

11月21日㈫ ANA Cargo ③THK

11月22日㈬ 三越伊勢丹 ①
旭化成 ②

11月24日㈮

オリエンタルランド×
竹中工務店～欲しい
人材像徹底解剖！（セ
ミナー・パネルディス
カッション）

③④

11月27日㈪ 講談社 ③大和証券グループ

11月28日㈫ 東急リバブル ③近畿日本ツーリスト

11月29日㈬ 大和ハウス工業 ①
ニッポンハムグループ ②

11月30日㈭ 日本出版販売 ③サッポロビール

開催日 企業 時間

12月１日㈮

積水ハウス ③東京地下鉄
みずほフィナンシャル
グループ ④

12月４日㈪ カシオ計算機 ③日本生命保険

12月５日㈫
関電工 ③アサガミ
ベネッセコーポレーション ④

12月６日㈬ バンダイ ②

12月７日㈭
ユアサ商事 ③タカラスタンダード
東急建設 ④

12月８日㈮ 小学館 ③西武鉄道

12月11日㈪ 大日本印刷 ③プリンスホテル

12月12日㈫
イオンリテール

③あいおいニッセイ同
和損害保険

12月13日㈬ SMBC信託銀行 ②ローソン

12月14日㈭

リクルートキャリア
③ポッカサッポロフード

＆ビバレッジ
三菱商事 ④

12月15日㈮
時事通信社 ③三井住友銀行
SMBC日興証券 ④

12月18日㈪ ANA成田エアポートサービス ③

12月19日㈫ 野村證券 ③三井倉庫ホールディングス

12月21日㈭ 田辺三菱製薬 ③JTBグループ
12月22日㈮ 凸版印刷 ③

業界セミナー参加企業一覧（11・12月分）

国学院カード特典一覧
ジャンル 店　　名 優待内容

飲 食 月乃ひかり亭 現金の方のみお会計から５％ＯＦＦ
Café Habana TOKYO ワンドリンク無料

宿泊施設

㈱東急ホテルズ 全国46ホテルにて最大50%割引
㈱共立メンテナンス リゾートホテルを特別プランでご案内
㈱プリンスホテル ホテルやレジャー施設を優待プランでご案内
富士屋ホテル 料金から５％割引

レジャー ㈱よみうりランド 国学院ウィーク（11/2～11/8）はワンデー
パス割引

富士急行㈱ 富士急ハイランドや温泉など23施設で割引
※一部利用条件があります

国学院カード 国学院カード クラシック 国学院カード ゴールド



尾澤　桃子
（法３）

阿部彩『子ども
の貧困―日本の
不公平を考え
る』（岩波新書）
貧困問題を身近
に感じる一冊

尾
（

阿
の
不
る
貧
に

森見登美彦『夜
は短し歩けよ
乙女』(角川文
庫）幻想的な文
章が心地よいで
す

本間　由
（日文３）

司馬遼太郎『歳
月』（講談社文
庫）時勢の波に
翻弄された主人
公の姿が印象的

柳下　桂一郎
（史３）

伊坂幸太郎『重
力ピエロ』（新
潮文庫）独特な
一文で始まり、
まさかの展開に
衝撃を受ける

伊
力
潮
一
ま
衝

鈴木　亜美
（日文１）

上橋菜穂子『狐
笛のかなた』
（新潮文庫）人
と動物の関わり
合いが温かい

上
笛

と
合

山本　莉紗子
（外文２）

百田尚樹『影法
師』（講談社文
庫）親友の行動
に、息をのむ。
自分にはできな
い生き方に感動

後藤　哲冶
（日文２）

この秋おすすめの一冊テーマ 「本でできた大学」の学生が選ぶ、この秋おすすめの一冊！

強化部会主なスケジュール
（11、12月）
柔道部＝平成29年度講道館杯全日本体重別
選手権大会（11/11（土）～12（日）・千葉
ポートアリーナ ）
陸上競技部=第30回記念2017上尾シティハ
ーフマラソン（11/19（日）・上尾運動公園
陸上競技場）
剣道部＝第36回全日本女子学生剣道優勝大
会（11/12（日）・ 春日井市総合体育館）
卓球部=創部70周年記念式典（12/10（日）
・本学渋谷キャンパス）

団体・個人の成績
剣道部=第43回関東女子学生剣道優勝大会
が9月16日に東京武道館で行われた。同部女
子は4回戦進出を果たし、11月12日（日）
に行われる全日本女子学生剣道優勝大会の出
場を決めた。
ソフトテニス部＝９月４日から６日に平成
29年度首都学生秋季リーグ戦が行われ、男
女ともに所属する１部で２位となった。ま
た男子ダブルス選手権では井上太晴君（健
体３）・宮城利紀君（神文４）ペアが優勝し
た。10月15日に平成29年度秋季関東リーグ
入替戦が行われた。女子３部優勝の同部が女
子２部第６位の東京学芸大学に勝利し、同部
女子が２部昇格となった。
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部の
18節同部対立教大学戦が10月15日に本学相
模原グラウンドで行われた。同部は、２対２
で引き分け。同節終了時点で、６勝10敗２
分け・勝ち点20で７位。

永井　伶奈
（日文４）

高橋順子/文、
佐藤秀明/写真
『月の名前』（株
式会社デコ）月
に関する美しい
言葉に出会う

永
（

高
佐
『
式
に
言

石原　礼菜
（日文１）

京極夏彦『魍魎
の匣』（講談社
文庫）複雑な事
件と爽快な解
決。長編だが一
気に読める一冊

石
（

京
の
文
件
決
気

　 国 際 交 流 サ ー ク ルJapan 
University Buddy 国学院（以下
JUB)は、学生が主体となって活
動を始めてから今年10月で１年
を迎えた。それまでは本学国際交
流課が企画・運営していた国際交
流イベントを、在学生が主体とな
って運営するようになった。JUB
会長の庄田源君（史２）に１年を
振り返ってもらった。
　JUB発足前は、留学生と英語で
話してみたい、友達になりたいと
いう気持ちで学内のイベントに参
加していた庄田君。彼の入学より
半年早く来日していた留学生たち
は仲の良い日本人学生の上級生と
グループになってしまっていて、
距離を感じていた。

JUBのメンバーと留学生

留学生と一番近いサークルに

　そんな時、JUBが設立され、ハ
ロウィーンパーティーの企画をす
ることになった。留学生に渋谷の
ハロウィーンを体験してもらおう
と企画したが、宗教上の理由から
食べられるものに制限のある留学
生がいたり、集合時間に全員が集
まっていなかったりとさまざまな
トラブルに見舞われ、計画通りに
は進まなかった。「頭では理解し
ているつもりでいたが、文化の違
いまで踏まえた計画を練ることが
できなかった」と悔しそうに庄田
君は語る。
　苦い経験を通して学んだことも
少なくない。以前は思い立ったら
すぐに行動し、周囲を見渡せない
ことも多かったが、しっかりと考

え、少しずつ周りに気配りができ
るようになったという。「周りを
見られるようになったことで、前
よりも留学生との距離が縮まった
と思う」。留学生と密に連絡を取
り合い、信頼されるようになって
きた喜びや、時間をかけて企画し
たイベントに楽しそうに参加して
くれる留学生を見ることが達成感
につながっている。
　今後について庄田君は「留学生
と一番近いサークルでありたい」
と語る。もっと多くの学生に自分
たちの企画に参加してもらい、留
学生により多くの「日本」に接し
てもらえるようにしたいという。
２年目の新たな挑戦に期待したい。
 〈取材〉山本

Japan University Buddy 国学院
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1季で1部返り咲き
関東学生卓球　１・２部入替戦

卓球部女子

　関東学生リーグ１部定着へ、卓球部女子の３度
目の挑戦が始まる。今春のリーグ戦で創部以来初
の１部１勝を挙げた同部。しかしその後は１部の
高い壁に跳ね返され、今季は２部での再挑戦とな
った。熾烈な２部の上位争いを勝ち残り４勝１敗
の２位となり、１部７位の淑徳大学との入替戦に
挑んだ。
　10月７日正午から、新座市民総合体育館で行わ
れた入替戦は、いずれの試合も接戦に次ぐ接戦。
４試合を終えて２勝２敗となり迎えた５試合目

は、６月に行われた関東学生選手権大会でベスト
４に入った鹿股まりなさん（神文１）・塚本佳苗さ
ん（日文１）ペアが登場した。１ゲームからデュ
ースとなるなど、フルゲームまでもつれる試合を
３－２で制し、昇格に王手をかけた。続く６試合
目も、主将の松本理沙さん（日文４）が３－２で
食い下がる相手を引き離し１部昇格を手にした。
　１年間チームを率いた主将の松本さんは「入替
戦に勝ち、来年の１部を後輩に託すことができて
嬉しい」、自身も３度目の１部挑戦となる次期主

将の小島悠夏さん（初教３）は「来季は３度目の
１部。一人一人が自覚を持って練習し、１部上位
を目指す」と試合後にそれぞれ心境を語った。
　なお、２部に所属する同部男子は、２勝３敗で
３位だった。
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　　「清廉潔白」を座右の銘にして
いる理由は何ですか？
東海林准教授（以下、東海林）　人
はだましたり、うそをついたりした
ことは必ず自分に悪い形で返ってく
ると思っているからです。せっかく
信用を得ていても、うそを１つつい
てしまったことでその信用は一瞬で
崩れ去ってしまう。二度と信用は
されません。だからこそ、「清廉潔
白」に生きるべきなのです。
　　「清廉潔白」にこだわるきっか

けは何でしょう？
東海林　小学生の時に読んだ童話
『うた時計』〔新美南吉著『新美南
吉童話集』（岩波文庫収録）〕です。
１人の男が村から時計を盗んで町に
帰ろうとしたとき、少年と出会いま
す。少年に名前を聞くと「清廉潔
白」の廉であったことから、自らの
行いを反省して少年に時計を託して
村に返しておいてくれ、と改心する
話でした。この童話を読んだときに
人間こう生きなくてはいけないと感

じ、それから私は「清廉潔白」に生
きると決めたのです。
　　小学生の頃から今でもこの「清
廉潔白」を貫いているのですね。
東海林　はい。だから私は公私混同
もしないと決めているのです。学生
と食事に行っても領収書なんて絶対
もらいませんよ（苦笑）。人を決し
て裏切らない。後ろ指をさされるよ
うなことをしない。この座右の銘は
私をずっと支えてくれています。
　　最後に学生に伝えたいことを教

えてください。
東海林　今話したことが全てです。
清廉潔白に生きろ！と。これから生
きていく上で必ず何かしらの判断を
迫られることがあると思います。そ
のときにどちらが「清廉潔白」なの
かを判断基準にしてほしいです。卒
業していく学生に必ず贈る言葉にし
ています。
　　ありがとうございました。
 〈取材〉後藤

　学問の師や人生の先輩たちが目指す理想の姿とは。彼らの人生を支える言葉とともに、目標とする大人像と人生
観を取材する。今月は、営業マンとして働いた経験があり、現在は経済学部で教 を執りながら教育開発推進機構
学修支援センター長を務める東海林孝一准教授に人生の教訓を聞く。

「清廉潔白」
東海林孝一 経済学部准教授

全日本学生柔道体重別選手権大会全日本学生柔道体重別選手権大会
島田君島田君（73kg級）（73kg級）が３位が３位柔道部

　平成29年度全日本学生柔道体重別選手権
大会（男子36回 女子33回）が９月30日か
ら10月１日にかけて、日本武道館で行われ
た。本学柔道部からは、男子66㎏級に久家
寛己君（法４）、同73㎏級に島田隆志郎君
（健体２）＝写真＝、同81kg級に長澤大雅
君（健体１）、同90㎏級に二見省吾君（経
３）、酒井拓磨君（経営２）、同100㎏級に松
谷鯉太郎君（日文４）が出場した。

　昨年度の同大会で準優勝の島田君は、第１
シードで２回戦から出場。すべて一本勝ちで
勝ち進み、準々決勝では、日本大学・坂東篤
選手と対戦。延長戦までもつれたが、最後は
内股返しで一本勝ちした。準決勝では一本負
けを喫し、学生日本一はならなかった。
　この他の選手では、二見君が準々決勝に進
み５位。久家君、長澤君が２回戦敗退、酒井
君、松谷君が１回戦敗退だった。

向
君
（
左
）
と
浦
野
君

―箱根駅伝予選会突破―
　第94回東京箱根間往復大学駅伝
競走（関東学生陸上競技連盟主催）
の出場権をかけた予選会が、10月
14日に行われた。本学陸上競技部
は、最終総合タイムが10時間７分
35秒で６位。見事２年連続11回目
の本大会出場を決めた。レースは、
午前９時35分立川市・陸上自衛隊

立川駐屯地をスタートし、昭和記念
公園内をゴールとする20kmのコー
スで行われ、49校が出場。各校上
位10人の合計タイムで本大会出場
の切符をかけて争った。
　気温14度、小雨が降るなか始ま
ったレースは、各大学の留学生ラン
ナーが先頭に立ち展開された。同部
の選手の中では、主将の向晃平君
（健体４）、浦野雄平君（経営２）
が終盤まで日本人の先頭集団に加わ
り粘りをみせた。
　レース後の結果報告会で前田康
弘監督は６位の結果に、「消化不良
だ」と語り、「残された時間でシー
ド権獲得ができるようチーム作りを
していく」と更なる飛躍を誓った。
主将の向君も「目標は３位以内だっ
た」と悔しさをにじませ、「強い国
学院を作る」と決意を新たにした。
　本大会は、来年１月２日・３日に

東京・大手町読売新聞社旧東京本社
前から神奈川・箱根芦ノ湖までの往
復で行われ、シード校10校（青山
学院大学、東洋大学、早稲田大学、
順天堂大学、神奈川大学、中央学院

大学、日本体育大学、法政大学、駒
沢大学、東海大学）、今回の予選会
通過校10校とオープン参加の関東
学生連合チームが出場する。本学以
外の予選会突破校は別表の通り。

速 報 陸上競技部 11度目の箱根路へ

順位 大学名 記　録
1 帝 京 大 学 10：04：58
2 大東文化大学 10：05：45
3 中 央 大 学 10：06：03
4 山梨学院大学 10：06：21
5 拓 殖 大 学 10：06：27
6 国学院大学 10：07：35
7 国士舘大学 10：07：47
8 城 西 大 学 10：08：50
9 上 武 大 学 10：09：42
10 東京国際大学 10：10：34

以上、本大会出場
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● 編集　総合企画部広報課／学生アドバイザーメディアチーム［永井伶奈（日文４）／尾澤桃子（法３）／本間由（日文３）／柳下桂一郎（史３）／後藤哲冶（日文２）／山本莉紗子（外文２）／石原
礼菜（日文１）／鈴木亜美（日文１）］

K:DNA　　創立135年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

ちょっと寄り道ちょっと寄り道

鳥山泰孝監督のコメント

　明治通りから一歩入ったところにある隠れ家的
なカフェ、ダブルトールカフェ渋谷店。特別な部
品を用いたマシンで抽出したエスプレッソ系の商
品がおすすめ。中でも、紅茶葉を独自の裁断方法

で加工・抽出した
ティーエスプレッ
ソはこの店ならで
はのメニュー。紅
茶の香りと独特の
深い味わいが楽し
める一杯をご賞味
あれ。
 〈取材〉本間

こだわりのマシンで抽出した
エスプレッソを味わう

渋谷区渋谷3-12-24 渋谷イーストサイドビル 
渋谷キャンパスから徒歩８分、渋谷駅から徒歩８分
連 絡 先：03-5467-4567
定 休 日：日曜日、祝日
営業時間：㈪～㈮11:30～23:30（ドリンクL.O.23:00）
　　　　　㈯11:30～21:00（ドリンクL.O.20:30）
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小学校 

金王神社前 
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都道412号線（首都高３号線）

ダブルトール
カフェ渋谷店

金王神社前 

豊栄稲荷
神社

金王八幡宮

八田　純一君（経３）

　学生イベントを自ら企画・運
営するideedは今年で設立10
周年を迎える。「節目にサーク
ルとして飛躍を遂げたい」と話
す代表の八田君は、「国大生歌
手プロデュース」など新たな
企画にも挑戦中。さらに、11
月には活動の集大成であるミス
・ミスターコンテストを開催す
る。彼ならきっと、笑顔と感動
が溢れる舞台を作り上げるに違
いない。 〈取材〉尾澤

輝く舞台を支える陰の主役

ダブルトールカフェ渋谷店

学院大学硬式野球部のリー
ドオフマン・山﨑剛君（経
営４）が1917年創部以来

初となる東都大学野球リーグ戦通算
100安打を達成した。リーグ史上、達
成者は24人目で往年のプロ野球選手
と肩を並べる記録だ。
　記録達成は、10月11日に行われた
東洋大学との２回戦。初回の１打席目
だった。前日にソロ本塁打で記録を
99本に伸ばした山﨑君は、１ストラ
イクからの２球目を中前へはじき返
し、リーグ通算100安打を達成した。
本学初の快挙に、ベンチやスタンドも
大いに盛り上がった。
　首位打者を獲得した２年次の春季か
らレギュラーに定着した山﨑君は、５
季連続で打率３割を超えており、今季
も達成すれば、通算100安打以上の打
者では初めてとなる。
　山﨑君は、90年近い東都の歴史に名
を刻むことになり「初球から振ること
をモットーにしていた結果が100安打
につながった。とても光栄なことで、目
標の一つが叶ったが、チームの勝利の
ためにもっと打ちたい」と話した。

　今季のリーグ戦で硬式野球部は、第
３週の亜細亜大学戦で連敗を喫したの
に続き、東洋大学にも競り負け５勝６
敗、勝ち点１で終盤の追い上げで上位
進出を狙う。

国

今の大学生をき
りとる

ドリンクセット（ティーラテ＋ベイク
ドチーズ）￥1000（税込み価格）

硬式野球部 山﨑君

東都通算100安打を達成
本学初

速 報

　東都の歴史に名を刻む素晴らしい記録でした。本人の努力の賜物以外の
なにものでもありません。
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